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平成２３年度 入札・契約制度の改善について 

 

 当市では、従来から入札・契約制度の公平性、公正性、競争性の確保に取り組

んでまいりましたが、市発注工事における過度な低価格受注を防止するため、

平成２４年１月１日以降、公告、通知する入札から次の改善を行うこととしたの

でお知らせします。 

                記 

１．低入札価格調査制度 

  調査基準価格の算式の見直し 

   (1) 土木工事：（直接工事費×０．９５＋共通仮設費×０．９＋現場管理費

×０．８＋一般管理費×０．３）×１．０５ 

 

     (2) 建築工事：｛直接工事費×０．９×０．９５＋共通仮設費×０．９＋（直    

          接工事費×０．１＋現場管理費）×０．８+一般管理費×

０．３｝×１．０５ 

 

※ ただし、計算式により算出した額が予定価格に７／１０を乗じて得た

額を下回る場合にあっては、予定価格に７／１０を乗じて得た額を、

予定価格に９／１０を乗じて得た額を超える場合にあっては、予定価

格に９／１０を乗じて得た額を、調査基準価格とする。 

 

２．最低制限価格制度 

  最低制限価格の算式は調査基準価格の算式による。 
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（Ｈ２４．１．１以降公告、通知分） 

 

入札・契約制度について 

 

１．対象工事 

請負工事設計額が１，０００万円以上の建設工事 

  （請負工事設計額が１，０００万円未満の建設工事は、最低制限価格制度を

採用する。） 

 

２．調査基準価格 

  算式 

   (1) 土木工事：（直接工事費×０．９５＋共通仮設費×０．９＋現場管理費

×０．８＋一般管理費×０．３）×１．０５ 

     (2) 建築工事：｛直接工事費×０．９×０．９５＋共通仮設費×０．９＋（直    

          接工事費×０．１＋現場管理費）×０．８+一般管理費×

０．３｝×１．０５ 

※ ただし、計算式により算出した額が予定価格に７／１０を乗じて得た額 

を下回る場合にあっては、予定価格に７／１０を乗じて得た額を、予定

価格に９／１０を乗じて得た額を超える場合にあっては、予定価格に９

／１０を乗じて得た額を、調査基準価格とする。 

 

（最低制限価格の算式は調査基準価格の算式による。） 

 

３．基本的判断基準 

  調査基準価格未満の入札（低入札）を行い落札者となった者が、その低入札

工事の低入札を行った日から完成検査が完了する前までの期間内に、他の工事

において低入札を行った場合は、当該入札については調査することなく失格と

する。 

 

４．数値的判断基準（失格判断基準） 

  工事費内訳書記載の各費目の金額が、次に掲げる基準のいずれか一つに該当



する入札は調査することなく失格とする。 

  直接工事費：設計金額における直接工事費の８５％未満 

共通仮設費：設計金額における共通仮設費の８０％未満 

現場管理費：設計金額における現場管理費の７０％未満 

一般管理費：設計金額における一般管理費の３０％未満 

※ この基準に該当する場合であっても、低価格となった合理的な根拠があ

ると認められる時は、適用除外とすることがある。 

 

５．契約保証金 

  低入札価格調査を受けた者との契約の場合、契約保証金は請負金額の１０分

の３以上とする。 
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